
スクレイピー野外症例の体内におけるプリオンの多様性	


解　説	

	


1.  定型スクレイピー野外発症個体の体内には性状の異なる2種類のスクレイピー
プリオンが混在している。	


2.  定型およびCH1641様スクレイピープリオンは、異なる組織向性を示す。	
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①定型スクレイピー� ②CH1641様スクレイピー�

分子量の異なるPrPScが脳に蓄積	
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I.	
  定型スクレイピー野外発症ヒツジ脳から分離された2つのスクレイピー�

II.	
  TgOvPrP59マウスに伝達した2つのスクレイピープリオンの生物学的性状�

定型スクレイピー	
 CH1641様スクレイピー	


PrPSc沈着	
 広範囲にプラーク様の沈着	
 限局的な顆粒状の沈着	


潜伏期間	
 約462日	
 約257日	


定型スクレイピー� CH1641様スクレイピー�

III.	
  定型スクレイピー野外症例の各組織における
スクレイピープリオンの多様性�

組織	
 発症数／接種数	

蓄積したPrPScのタイプ	


定型	
 CH1641様	


脳	
 11/12	
 5	
 6	
  

坐骨神経	
 4/5	
 4	
 0	


下顎リンパ節	
 1/5	
 0	
 1	


定型スクレイピー野外症例の体内には2種類のスクレイピープリオンが混在する。�

脳� 坐骨神経� 下顎リンパ節�

TgOvPrP59マウス�

脳内接種�

定型スクレイピー発症個体の組織�

各組織におけるスクレイピープリオンの分布を検討する。�

野外発症例のほとんどを占める。	
  
野生型マウスに伝達可能�

野外発症例は稀。	
  
野生型マウスに伝達不可能�

野外症例の脳を接種したTgOvPrP59マウスでのPrPSc蓄積�

CH：CH1641様スクレイピープリオン、T：定型スクレイピープリオン	
  
矢頭はCH1641様スクレイピープリオンの特徴である約14kDaの断片を示す。	
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G3571	
 福岡ヒツジ	


潜伏期間（日）	


接種脳乳剤	
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PrPScのタイプ	



